
母子保健行政の動向及び

神戸市での取り組みについて

2025.6.１

神戸市こども家庭局家庭支援課

母子保健担当課長 小澤 恵

〈母子保健行政における課題と展望〉



本日の内容

• 母子保健の状況及び国の動向等

• 神戸市の母子保健事業

• 児童虐待防止への対応



【神戸市の状況】



令和7年3月12日こども家庭庁第5回成育医療等分科会資料より



R6.3月こども家庭庁母子保健課資料



R７.3月こども家庭庁成育医療等分科会資料



R７.3月こども家庭庁全国こども政策関係課長会議資料



R７.3月こども家庭庁全国こども政策関係課長会議資料



令和7年3月こども家庭庁第5回成育医療等分科会資料



出典 こども家庭庁令和７年度母子保健対策関係予算案の概要



兵庫県における状況





本日の内容

• 母子保健の状況及び国の動向等

• 神戸市の母子保健事業

• 児童虐待防止への対応



神戸市の主な母子保健事業（妊娠前から出産後までの切れ目のない支援）

親になるまで 妊娠期 出産 乳児期 幼児期

・相談の機会
・子育てに役立つ
情報発信 等

母子の健康状態を
確認する機会

（健診）

・経済的支援
・妊娠期と出産後
に利用できる
サービス

継続的支援

医療費補助等

特定不妊治療費助成

※R4～保険適応

妊婦健診費用助成

先天性代謝異常検査

小児慢性特定疾病医療費助成

４か月児

健診
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産婦健診費助成

産後ケア（宿泊・通所・訪問）

子育て世帯訪問支援事業（産後・養育支援・ 多胎児家庭）

母子健康手帳交付・
全妊婦面接

思春期の性教育
授業

要フォロー児教室

発達専門相談

未熟児養育医療

カウンセリング（個別・グループ）

虐待予防・不適切な養育への支援

家庭訪問・電話・面接・関係機関連携（養育支援ネット）

未受診児対策

産前ヘルパー派遣

新生児聴覚検査助成

予期せぬ妊娠SOS
相談事業

命の感動体験

多胎児子育て教室

多胎妊産婦へのピアサポーター派遣事業

妊産婦タクシー利用助成事業

多胎妊婦健診追加助成

オンライン両親教室

妊婦訪問支援事業

全数対象の事業

支援を必要な人が利用する事業

〇水色の全数対象事業で支援が必要な人を
把握し、適宜必要な支援につなげている

妊娠出産・子育て寄り添い支援事業

プレコンセプションケア

流産死産後のグリーフケア

不妊治療ペア検査

不育症治療支援事業等

1か月児

健診

低所得妊婦への初回産科受診
料費用助成



神戸市における妊娠前からの支援

〇プレコンセプションケア
・「専門職による思春期の性教育事業」（他都市に先駆けて平成16年

度より実施 ）

市内の中学1年生及び中学3年生を対象に、助産師による性教育等の実施
<内容>

中学1年生：命の大切さや二次性徴の理解、妊娠の適齢期等の
安全・安心な妊娠・出産に関すること

中学3年生：性行動の選択と自分自身のからだを大事にすること

・「働く世代」への啓発
★女性やカップルを対象に、将来のための健康管理への意識を

促すため、将来の妊娠に向けての情報発信を実施
★R6「仕事と将来の出産の両立セミナー」の開催（企画調整局と共催）

妊娠前の支援

妊娠 出産 子育て妊娠前



妊娠・出産・子育て寄り添い支援事業※

妊娠届

出産前後の支援

妊娠 出産 子育て
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令和5年3月1日より開始（令和4年4月1日以降に妊娠・出産した方が対象）

〇相談支援

・妊娠届出時、出産・産後の子育て期に面談
・妊娠8か月の希望者に面談（R5年度～）

〇経済的支援

・妊娠届出時に5万円

・出生後に新生児1人あたり5万円

令和７年4月1日以降、流産・死産（人工妊娠中絶含む）でお子さまを亡くされた方も
「妊娠時・出産時」どちらも対象

※国「妊婦のための支援給付」



不安や問題を抱える妊婦への支援

〇予期せぬ妊娠ＳＯＳ相談事業
予期せぬ妊娠など様々な問題を抱え、誰にも
相談できず悩む方の相談体制を24時間365日
確保（電話・面談・メール・SNS対応）

出産前の支援

電話番号：078‐351‐3400
委託先 ：小さないのちのドア

妊娠 出産 子育て妊娠前

17



産後ケア事業

【概要】

助産所・医療機関における宿泊・通所や自宅への訪問に
より、身体的・精神的支援と沐浴・授乳等具体的な育児に
関する支援を行うことで、こどもへの愛着形成の促進や
産後うつの予防を図る。

【開始時期】

・宿泊・通所：平成26年11月
・訪問 ：令和3年12月

【利用対象】
産後ケアを必要とする者
産後１年未満の母親と乳児

出産後の支援



神戸市産後ケア事業 実績（利用人数）
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※令和5年度については暫定値



69%

27%

3%
0% 1%

【産後ケア利用後の気持ち】

（^▽^）

（・‿・）

（・_・）

（ `ヘ´ ）

（；_；）

神戸市産後ケア事業利用者アンケート（宿泊・通所）
（回答時期：令和6年4月～11月）

20

・毎回気持ちが楽になるのでもっと早くに利用しておけば良かったと思う
・産後のママたちの強い味方で非常に助かってます！！！ぜひこの制度続け
てほしい。

・とても親身に寄り添ってくださり、心身ともに回復できた。
・育児の悩みも相談でき、ゆっくり過ごせて良かったです。なにより優しい
助産師さんとゆっくりお話できてリフレッシュになりました。



（１）利用月齢
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（２）産後ケアを申請した理由
（複数選択可）

神戸市産後ケア事業（訪問）



〈産後ケア事業を利用して申請した理由や不安は改善しましたか〉

60%

37%

とても改善した

改善した

どちらともいえない

改善しなかった

・普段褒めてくれない当たり前の育児を、助産師さんの目線で褒めてい
ただけたので、自信につながった。より楽しい育児になるきっかけに
なった。

・育児は孤独で、正解がないので、次々悩みや不安、時には身体や精神
的な不調が出てくるので、相談したり休んだりできる機会は必要で、
そういったサービスが安く気軽に利用できるのであれば使いたい。

・色々不安なことや悩んでいたこと等が解消され、たくさん学ぶことが
できて本当によかった。心がすっきりした。

神戸市産後ケア事業利用者アンケート（訪問）
（回答時期：令和6年4月～11月）



産後ホームヘルプ事業

【概要】
体調不良などで家事や育児が困難な家庭に、上限20回まで
ヘルパーを派遣

（令和6年度から拡充）：対象年齢1歳⇒2歳

【利用料】1,600円/回
※市民税非課税世帯、生活保護世帯は減免あり

【サービスの内容】

①家事：食事の準備や後片付け、洗濯、掃除、生活必需品の買い物
②育児のお手伝い：授乳の介助、おむつ交換、沐浴、通院・健診等の
付き添い

出産後の支援

妊娠届 出産
4か月児

健診
９か月児

健診
3歳児
健診

1歳6か月児
健診

新生児
訪問

産婦
健診
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親子の状況に応じた必要な支援

～多胎児家庭への支援～

多胎児を持つ世帯を対象に、仲間づくりや情報交換を主にした子育て教室を開催、
産前産後ホームヘルプサービスの上乗せ、多胎児子育て先輩パパママの派遣事業等

必要な支援

妊娠期 ０歳児 １～3歳児

健 診
妊婦健診の多胎妊娠
追加助成

相 談 ふたご・みつご子育てピアサポーター

交 流
多胎児子育て教室

KOBEふたご・みつごオンラインひろば

家事育児
支援

産前ホームヘルプ
サービス

多胎児家庭ホームヘルプサービス

外出支援 多胎児家庭に対する外出環境支援事業（兵庫県）



25

子育て応援サイト“こどもっとKOBE”
情報発信

【ここならチャットKOBE】【こうべ子育て応援LINE】



本日の内容

• 母子保健の状況及び国の動向等

• 神戸市の母子保健事業

• 児童虐待防止への対応
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（国）こども家庭センターの設置について

R７.3月こども家庭庁全国こども政策関係課長会議資料



「こども家庭支援室」

保健・医療・福祉の関係機関との連携強化を図り、児童虐待の発生防止・早期発
見・早期対応を目的とした庁内のプロジェクト組織（平成14年3月発足）

【体制】
各区役所にある関係課のプロジェクトチーム
・保健福祉課・生活支援課
・公立保育所 等

【役割】
（１）虐待の通告受理機関としての役割
（２）妊娠期～子育て期の相談機関としての役割
（３）関係機関との連携調整を行う役割
（４）地域ぐるみの子育てを推進する役割
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令和6年度より、こども家庭支援室（事務局）＝
（国）こども家庭センター として設置



関係機関等との連携

【つながる】ーネットワークの構築ー

〇区役所との連絡会の開催（全市・年1回）

・産婦健診実施医療機関

・産後ケア施設の助産師等

〇産科医療機関と区役所との連絡会の開催（区/医療機関による・年１回～数回）

医療機関 区役所

医療機関等 区役所

【つなぐ】 ー個別支援へつなぐー

兵庫県養育支援ネット（妊娠中・産婦健診等）

産後ケア・産前産後ホームヘルプサービス区役所
サービス

事業所等
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妊娠～出産～育児への切れ目ない支援の充実
孤立化の防止・児童虐待を予防

母子保健を取り巻く状況

・少子化の進行・核家族化
・地域のつながりの希薄化

・産院入院期間の短期化
・情報過多

予期せぬ妊娠・妊婦健診
未受診

支援者の不足 育児負担・不安の増大 児童虐待の問題

安心して子育てができる街の実現へ

（令和6年11月11日第3回子ども・子育て会議資料より）

こども・子育て世帯を取り巻く身近な相談窓口のイメージ図


